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1. 平成29年2月期第1四半期の連結業績（平成28年3月1日～平成28年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年2月期第1四半期 46,529 1.5 151 △58.3 319 △46.5 130 △48.5
28年2月期第1四半期 45,823 3.4 363 △58.9 597 △36.7 253 △54.5

（注）包括利益 29年2月期第1四半期 △184百万円 （―％） 28年2月期第1四半期 288百万円 （△49.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年2月期第1四半期 2.02 ―
28年2月期第1四半期 4.00 ―

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年2月期第1四半期 114,844 56,966 49.3
28年2月期 111,292 57,733 51.7
（参考）自己資本 29年2月期第1四半期 56,670百万円 28年2月期 57,493百万円

2. 配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年2月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
29年2月期 ―
29年2月期（予想） 10.00 ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成29年 2月期の連結業績予想（平成28年 3月 1日～平成29年 2月28日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 96,000 3.2 1,300 9.0 1,400 △5.7 1,100 65.9 17.05
通期 193,000 3.9 3,400 110.7 3,800 62.0 1,900 126.9 29.45

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年2月期1Q 65,129,558 株 28年2月期 65,129,558 株
② 期末自己株式数 29年2月期1Q 606,193 株 28年2月期 605,829 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年2月期1Q 64,523,536 株 28年2月期1Q 63,339,700 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信(添付資料)３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年５月31日まで）の連結業績は、連結売上高が465億29

百万円（前年同期比1.5％増）、連結営業利益は１億51百万円（前年同期比58.3％減）、連結経常利益は３億19百万円

（前年同期比46.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億30百万円（前年同期比48.5％減）となりました。

競合他社のみならず、他業種とも顧客獲得に向けた競争が激化する中、原材料価格や人件費が高まり、当社グル

ープを取り巻く環境は厳しさを増しております。

当社グループでは、10年先を見据えた長期ビジョン「NEW BEGINNINGS 2025」の実現を目指し、当期より「新３ヵ

年中期経営計画」を始動いたしました。当期を含むファーストステージの３年間は、セカンドステージ以降におけ

る成長のシーズを生み出す３年間と位置付け、「ひと・健康・テクノロジー」をキーワードに、「飲食業の再定義」

を目指し、これまでの飲食業になかった新しい価値創造にチャレンジしていきます。当期は、まず既存事業の収益

性改善に向け、各セグメントにおいて新商品開発、店舗オペレーション改善、新たなマーケティング手法の導入等

を行ってまいります。また、国内において、はなまるを中心とした出店による成長・規模拡大を図ってまいります。

セグメント概況につきましては、次のとおりであります。

　[吉野家]

売上高は、237億63百万円と、対前年同期比4.2％の増収となりました。

増収の主な要因は、昨年より販売を開始した「ベジ丼」の健康機能性をさらに向上した、「新『ベジ丼』」を３月か

ら販売したこと、４月に「豚丼」を復活販売しご好評をいただいたこと、５月には「吉呑み」の導入店舗を拡大し新

たなご利用の場をお客様に提供したこと等によります。セグメント利益は、増収等により、６億１百万円と、対前年

同期比14.2％の増益となりました。同期間の店舗数は、８店舗を出店し、５店舗を閉鎖した結果、1,191店舗となり

ました。

　[はなまる]

売上高は、58億55百万円と、対前年同期比10.1％の増収となりました。

増収の主な要因は、積極的な出店に伴う店舗数の増加によります。駅前や駅ナカなどへの新立地及びショッピング

センター内への出店を引き続き進めてまいります。また「健康」を軸としたメニュー 開発と「食べる美容」の取組

みも進めてまいります。セグメント利益は、前年の全社販促の反動等から既存店売上高前年比が未達だった影響等に

より、２億54百万円と、対前年同期比44.7％の減益となりました。同期間の店舗数は、19店舗を出店し、１店舗を閉

鎖した結果、408店舗となりました。

　[アークミール]

売上高は、59億31百万円と、対前年同期比6.1％の減収となりました。

「ステーキのどん」においては、ボリュームを訴求した新商品「３代目横綱ハンバーグ」の販売を開始し、同時に

ハンバーグ200ｇのおかわり無料キャンペーンや、ステーキ食べ放題キャンペーン等を実施いたしました。また、「ど

ん亭」においては、低カロリー・鉄分豊富な季節限定商品「桜肉（馬肉）しゃぶしゃぶ」の販売開始や豚肉の食べ放

題コースでも牛カルビ肉をサービスで選択できるように変更を行い、お客様から高評価をいただきました。しかしな

がら、しゃぶしゃぶ業態における競争の激化による「どん亭」の客数減少の影響等で減収となり、セグメント利益は

38百万円と、対前年同期比73.2％の減益となりました。同期間の出退店はなく、店舗数は186店舗です。

　[京樽]

売上高は、63億99百万円と、対前年同期比0.2％の増収となりました。

増収の主な要因は、好評を頂いている“中巻セール”“まぐろ頭肉フェア”“（赤皿）99円セール”等を効果的に実

施したこと等によります。また、回転鮨業態では、野菜と鮮魚を組合わせた「ベジ海鮮」を販売開始したほか、産地

指定した旬の食材を用いた商品を販売するなど差別化を図りました。増収等により粗利益高は増加したものの、海鮮

三崎港を５店出店したことによる開店時費用の増加等により、セグメント利益は88百万円と、対前年同期比47.7％の

減益となりました。同期間の店舗数は、８店舗を出店し、４店舗を閉鎖した結果、319店舗となりました。
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　[海外]

売上高は、41億円と、対前年同期比5.2％の減収となりました。

米国や中国においては、既存店売上高が好調に推移しているものの、当期の円高の影響により売上高は減収となり

ました。しかしながら、セグメント利益は、米国において食材価格が低下したこと等により、３億31百万円と、対前

年同期比446.7％の増益となりました。同期間の店舗数は、23店舗を出店し、11店舗を閉鎖した結果、687店舗となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ35億51百万円増加し、1,148億44百万円となり

ました。これは主として、受取手形及び売掛金が５億21百万円、原材料及び貯蔵品が12億８百万円、建物及び構築

物が７億71百万円増加したことによるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ43億19百万円増加し、578億77百万円となりました。これは主として、短期借入

金が８億73百万円、１年内返済予定の長期借入金が５億７百万円、長期借入金が９億62百万円増加したことによる

ものです。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ７億67百万円減少し、569億66百万円となり、自己資本比率は、前連結会計年

度末比で2.3ポイント減少し49.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年２月期の連結業績予想（平成28年３月１日から平成29年２月28日）は、既に公表しておりますものから

修正は行っておりません。なお、当該業績予想は、当社グループが現時点までに入手可能な情報から判断して、合

理的であるとした一定の条件に基づいたものです。実際の業績は、「天候」「景気動向」等の様々な要因により異な

る結果となる可能性があることをご承知おきください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（減価償却方法の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

（４）追加情報

（連結財務諸表に関する会計基準等の適用）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）第39項に掲げられた定め等を

適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財

務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

（法人税率の変更等による影響）

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成29年３月１日に開始する連結会計年度から法人税

率等が変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効

税率は、従来の33.1％から、平成30年２月期及び平成31年２月期に解消が見込まれる一時差異については30.9

％に、平成32年２月期以降に解消が見込まれる一時差異については30.6％にそれぞれ変更されております。

この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が27百万円減少し、法人

税等調整額が27百万円増加しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,287 20,826

受取手形及び売掛金 3,362 3,884

商品及び製品 4,387 4,734

仕掛品 22 44

原材料及び貯蔵品 4,430 5,638

その他 3,496 4,407

貸倒引当金 △2 △1

流動資産合計 36,984 39,535

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 28,008 28,779

その他（純額） 16,513 16,707

有形固定資産合計 44,521 45,486

無形固定資産

のれん 1,055 1,007

その他 2,012 2,021

無形固定資産合計 3,067 3,028

投資その他の資産

投資有価証券 4,278 4,332

差入保証金 15,189 15,246

繰延税金資産 1,622 1,666

その他 5,795 5,739

貸倒引当金 △167 △191

投資その他の資産合計 26,717 26,793

固定資産合計 74,307 75,308

資産合計 111,292 114,844
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,741 5,561

短期借入金 5,224 6,097

1年内返済予定の長期借入金 7,665 8,173

リース債務 863 881

未払法人税等 551 296

賞与引当金 1,334 1,853

役員賞与引当金 79 19

株主優待引当金 292 437

資産除去債務 24 22

その他 9,785 11,455

流動負債合計 31,563 34,799

固定負債

社債 750 750

長期借入金 14,477 15,439

リース債務 2,350 2,343

退職給付に係る負債 631 631

資産除去債務 2,454 2,484

その他 1,330 1,428

固定負債合計 21,994 23,077

負債合計 53,558 57,877

純資産の部

株主資本

資本金 10,265 10,265

資本剰余金 11,560 11,551

利益剰余金 38,077 37,562

自己株式 △741 △741

株主資本合計 59,162 58,637

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3 △4

為替換算調整勘定 △1,650 △1,949

退職給付に係る調整累計額 △14 △13

その他の包括利益累計額合計 △1,669 △1,966

非支配株主持分 240 295

純資産合計 57,733 56,966

負債純資産合計 111,292 114,844
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

売上高 45,823 46,529

売上原価 17,293 17,049

売上総利益 28,529 29,479

販売費及び一般管理費 28,166 29,328

営業利益 363 151

営業外収益

受取利息 10 11

受取配当金 55 75

賃貸収入 88 86

持分法による投資利益 56 70

雑収入 173 211

営業外収益合計 384 456

営業外費用

支払利息 68 65

為替差損 - 96

賃貸費用 67 74

雑損失 14 52

営業外費用合計 151 289

経常利益 597 319

特別利益

固定資産売却益 - 83

特別利益合計 - 83

特別損失

減損損失 83 74

契約解約損 19 2

災害による損失 - 21

特別損失合計 103 98

税金等調整前四半期純利益 493 303

法人税、住民税及び事業税 347 491

法人税等調整額 △146 △302

法人税等合計 201 188

四半期純利益 292 114

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

39 △15

親会社株主に帰属する四半期純利益 253 130
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年５月31日)

四半期純利益 292 114

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3 △0

為替換算調整勘定 △10 △343

退職給付に係る調整額 21 1

持分法適用会社に対する持分相当額 △18 42

その他の包括利益合計 △4 △299

四半期包括利益 288 △184

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 245 △167

非支配株主に係る四半期包括利益 42 △17
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３吉野家 はなまる

アーク
ミール

京樽 海外 計

売上高

外部顧客への売
上高

22,619 5,294 6,315 6,360 4,324 44,915 907 45,823 ― 45,823

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

184 22 0 28 ― 235 94 330 △330 ―

計 22,804 5,316 6,315 6,389 4,324 45,151 1,002 46,153 △330 45,823

セグメント利益 526 459 141 169 60 1,358 △31 1,326 △963 363

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社６社を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△963百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△990百万円、セグメ

ント間取引消去64百万円、及びのれんの償却額△38百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年３月１日 至 平成28年５月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 (単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３吉野家 はなまる

アーク
ミール
(注)４

京樽 海外 計

売上高

外部顧客への売
上高

23,549 5,794 5,931 6,357 4,100 45,734 795 46,529 ― 46,529

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

213 60 ― 42 ― 316 97 414 △414 ―

計 23,763 5,855 5,931 6,399 4,100 46,050 893 46,943 △414 46,529

セグメント利益 601 254 38 88 331 1,313 △22 1,291 △1,139 151

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社６社を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,139百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,157百万円、セ

グメント間取引消去55百万円及びのれんの償却額△37百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．前第３四半期連結会計期間より、株式会社どんの商号変更に伴い、「どん」から「アークミール」にセグメント

名称を変更しております。また、当第１四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第１四半期連結累計

期間のセグメント情報については、変更後の名称を用いて表示しております。

当該セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。
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２ 報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの区分方法の変更）

前連結会計年度より、当社グループ内の管理区分を見直したことに伴い、従来「はなまる」に属しておりま

した花丸餐飲管理と花楽商貿を「海外」セグメントの区分に変更しております。

なお、当第１四半期連結累計期間の比較情報として開示した前第１四半期連結累計期間のセグメント情報に

ついては、変更後の報告セグメントにより作成しており、前連結会計年度の第１四半期連結累計期間に開示し

た報告セグメントとの間に相違が見られます。
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（重要な後発事象）

重要な資産の譲渡

　① 譲渡の理由

当社ならびに当社グループ各社の本社機能を集約し、グループのより一層の連携強化と間接業務の効率化を

図るため、本社事務所を東京都中央区に移転するにあたり、経営資源の有効活用を図るため、旧本社事務所を

譲渡することといたしました。

② 譲渡資産

対象資産の名称、所在地及び概要 譲渡前の使途
帳簿価額
（百万円）

東京都北区赤羽南１丁目20番１号

土地 690.99㎡ 本社事務所 1,561

建物 4,197.68㎡

③ 譲渡先

株式会社ＰＡＬＴＡＣ

譲渡価額：3,000百万円

なお、当社と譲渡先の間には、資本関係、人的関係、取引関係、関連当事者として特記すべき事項はござい

ません。

④ 譲渡の日程

契約締結日 平成28年４月７日

物件引渡日 平成28年６月１日

⑤ 損益に与える影響

本件譲渡により、当連結会計年度において、固定資産売却益として、1,392百万円の特別利益の発生を見込ん

でおります。

※売却益は、譲渡価額から帳簿価額、譲渡に係る費用（見積金額）を控除した概算額です。
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